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今
年
4
月
に
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
は
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
、
冬
に
か

け
て
さ
ら
に
流
行
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
「
感
染
を
広
げ
な
い
」
と

い
う
意
識
を
持
ち
、
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
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【表1】　新型インフルエンザワクチン接種
接種予定時期 対象 持ち物

11月中旬～
妊婦 母子健康手帳
基礎疾患を有する
人（最優先） 優先接種対象者証明書

（かかりつけ医以外で接
種する場合）12月初旬～ 基礎疾患を有する

人（そのほか）

12月中旬～
（早まる場合
があります）

幼児（1歳～就学前）
母子健康手帳または被
保険者証など年齢を確
認できる書類

小学1 ～ 3年生に
相当する年齢の小
児

1月初旬～
1歳未満の小児の
保護者

母子健康手帳、被保険
者証または住民票など、
1歳未満の小児と同一世
帯であることを確認で
きる書類

小学4～ 6年生 被保険者証、学生証ま
たは住民票など年齢を
確認できる書類

1月中旬～

中・高校生に相当
する年齢の人

65歳以上
被保険者証、運転免許
証または住民票など年
齢を確認できる書類

※基礎疾患を有する人は、かかりつけ医療機関で接種し
てください。かかりつけ医療機関で接種が受けられない
場合は「新型インフルエンザ優先接種対象者証明書」を
かかりつけ医療機関で出してもらい、接種を実施してい
る医療機関で接種してください。
　基礎疾患（最優先）は慢性呼吸器疾患、慢性心疾患、
慢性腎疾患、慢性肝疾患、神経疾患・神経筋疾患、血液
疾患、糖尿病、疾患や治療に伴う免疫抑制状態、小児科
領域の慢性疾患をいいます。基礎疾患（そのほか）はか
かりつけ医に相談してください。
　1歳未満の子は予防接種の効果が少ないため、実施し
ません。

【表2】　新型インフルエンザのワクチン接種ができる市内医療機関
医療機関名 住所 電話番号 休診日

奥澤整形外科医院 復1589－1 （491）8260 水・土曜日午後、日曜日、祝日

瀬野外科胃腸科医院 根120－14 （492）0720 水曜日、土曜日午後、日曜日、祝日
★伊藤診療所 復1450－23 （491）1888 土・日曜日午後、祝日

★豊田脳神経外科 根76 （491）0221 木・土曜日午後、日曜日、祝日
ニュータウンクリニッ
ク 清水口3－25－1（491）8051 火曜日、日曜日午後、祝日

★菊地医院 根1720－7 （492）2121 木曜日、日曜日午後、祝日
★森川産婦人科クリ
ニック 大山口2－3－3 （492）3511 木曜日、日曜日・祝日午後
★桜台メディカルクリ
ニック 桜台2－7－2 （491）6668 木・日曜日、祝日

★西白井クリニック 根1778－6 （498）3333 木曜日、日曜日午後、祝日

★白井由井内科
堀込1－2－7
白井Ｆビル2Ｆ

（492）1115 木曜日、土曜日午後、日曜日、祝日
晴クリニック皮膚科・
泌尿器科 （498）2002 木・日曜日、祝日

★もりや内科呼吸器科
クリニック 冨士129－29 （498）6622

水・日曜日、祝日
★せきかわ整形外科 冨士129－30 （498）5005
★白井聖仁会病院 池の上1－15－1（491）3111 日曜日、祝日

★北総白井病院 根325－2－1 （492）1001 土曜日午後、日曜日、祝日
★井出耳鼻咽喉科医院 清水口3－25－4（492）1065 問い合わせてください
★丘の上内科整形外科 根1739－8 （491）3222 日曜日、祝日
※ワクチン供給の見通しが不透明なため、必ず事前に医療機関に問い合わ
せてください。
　★印の医療機関は、かかりつけの患者以外も接種可能です。
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　子育て応援特別手当（平成21年度版）は経済危機対策
の一環として、幼児教育期（小学校就学前3年間）の経済
的負担を軽減するため、平成21年度に限って、平成15年4
月2日から平成18年4月1日生まれまでの子の属する世帯の
世帯主に対象児童1人当たり3万6千円を支給するものでし
た。
　市は12月からの手当支給開始に向けて準備を進めてい
たところですが、国が「子ども手当」などの充実した新
しい子育て支援策に変更をしたことにより支給中止を決
定しましたので、お知らせします。
　10月1日号でお知らせした配偶者からの暴力（DV）被
害者の事前申請手続きについても中止となります。
■問　児童家庭課児童家庭班☎（497）3487

子育て応援特別手当子育て応援特別手当
（平成（平成2121年度版）の支給年度版）の支給中止中止



(イ)一般行政職職員の級別職員数の状況
　平成21年4月1日現在の一般行政職職員の級別職員数の状況は次のとおりです。

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 10級
計標準的な職務

内容
主事補 主事 主任主事

主査補 主査 副主幹
課長 部長

― ―
技師補 技師 主任技師 主幹 参事

職員数（人） 7 7 80 59 51 26 29 8

― ―

267
うち昇任者数 ― ― 2 6 4 4 2 ― 18
うち降任者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比（％） 2.6 2.6 30.0 22.1 19.1 9.7 10.9 3.0 100 

千葉県の標準
的な職務

主事 主事
副主査

主査
（副主査）

副主幹
（主査）

主幹
（副主幹）

課長
（主幹）

局長
担当
部長 部長主任主事

技師 技師 主任技師 次長 理事
※一般行政職職員の職務は、その複雑・困難および責任の程度に基づいて1級から8級に
分類され、標準的な職務はそれぞれの級における代表的な職名です。
　一般行政職とは税務職・医療技術職・看護保健職・福祉職・企業職・技能労務職以外
の事務・技術職などです。

◆職員の給与の状況
(ア)人件費の状況
　平成20年度普通会計（決算）における人件費の状況は次のとおりです。

区分
住民基本台帳人口
（平成20年度末）

歳出額
（Ａ）

実質収支
人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
19年度の
人件費率

白井市 59,389人
16,752,284
千円

395,263
千円

3,117,509
千円

18.6% 20.8%

類似団体
平均

66,812人
19,827,679
千円

549,275
千円

4,741,752
千円

23.9% 24.7%

※普通会計とは一般会計と給食会計を合わせたもの（水道会計と下水道会計などの特別
会計を除いたもの）で、決算統計上、ほかの地方公共団体相互間の比較や時系列比較が
可能となるよう用いられているものです。
　人件費とは職員に支給された給与、共済組合事業主負担金、公務災害補償基金負担金、
市長など常勤の特別職・議員・教育委員会委員・選挙管理委員会委員などの非常勤特別
職に支給された給料･報酬などの総額です。
　実質収支とは歳入総額から歳出総額と翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもので、
純剰余額を示すものです。
　類似団体平均とは県内で人口規模、産業構造が類似している団体（銚子市、館山市、
茂原市、東金市、君津市、富津市、袖ケ浦市、八街市、印西市、富里市、香取市、山武市）
を単純平均したものです。

◆職員の任免および職員数の状況
（ア）部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

 部門
職員数 対前年

主な増減理由
平成20年 平成21年 増減数

一般行政 283人 303人 20人

―
（うち福祉部門） (99人) (109人) (10人)

教育 84人 81人 ▲3人
公営企業など 41人 40人 ▲1人

合計 408人 424人 16人

採用30人（新規採用職員13人、任期付職員9人、
派遣職員8人）
退職14人（定年退職1人、勧奨・早期退職2人、
自己都合退職2人、任期満了など3人、派遣職
員6人)

※職員数は市長・副市長を除く職員の人数で、地方公務員の身分を保有する休職者・育
児休業者とその代替職員を含み、臨時・非常勤職員は除いています。

(イ)職員給与費の状況
　平成20年度普通会計（決算）における人件費の状況は次のとおりです。

区分
職員数
（Ａ）

平均年齢
給与費

１人当たり
の給与額

給料 職員手当
期末・
勤勉手当

計（Ｂ） （Ｂ/Ａ）

白井市 383人 43.0歳
1,363,395
千円

215,131
千円

574,524
千円

2,153,050
千円

5,622千円

類似団体
平均

528人 42.7歳
2,100,596
千円

331,200
千円

854,702
千円

3,286,498
千円

6,224千円

※給与費は人件費のうち職員に支給される給料と職員手当（退職手当を除く）です。

（ウ）ラスパイレス指数の状況（平成20年4月1日現在）

白井市 99.3 千葉県内の市平均 101.2

※ラスパイレス指数とは国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数です。

(エ)職員手当の状況
　職員には給料および職員手当が支給されますが、平成21年4月1日現在の職員手当の
内容は次のとおりです。支給実績は平成20年度普通会計決算の状況です（児童手当は
養育者に対して支給される社会保障制度であり、市の職員手当として支給されていな
いため含まれていません）。

区分 内容・支給状況
国の制度と
の異同

扶養手当

扶養親族のある職員に支給します。
●配偶者　月額13,000円
●配偶者以外の扶養親族　1人月額6,500円　（配偶者がない場
合は、1人目は月額11,000円）
※16歳から22歳までの子は1人月額5,000円加算。

同じ

支給実績 35,089 千円
支給職員１人当たりの
平均支給年額

237,088円

住居手当

借家などに居住し家賃を支払っている職員などに支給します。
●借家の場合　家賃の額に応じて月額27,000円を限度に支給
（家賃月額12,000円を超える場合に限る）
●持ち家の場合　 新築または購入後５年間月額2,500円 同じ

支給実績 9,076千円
支給職員１人当たりの
平均支給年額

148,787円

通勤手当

電車・バス、自家用車などにより通勤する職員に支給します。
●電車・バスを利用する場合
6カ月定期券代など1カ月当たり55,000円まで全額支給
●自家用車などを使用する場合
使用距離に応じて月額2,000円から月額24,500円までを支給
※通勤距離が片道2㌔㍍を超える職員が対象です。

同じ

支給実績 21,262千円
支給職員1人当たりの
平均支給年額

66,652円

管理職
手当

管理または監督の地位にある職員の職に応じて定額支給しま
す。
●月額70,500円（部長職）　●月額61,100円（参事職）
●月額57,500円（課長職）　●月額44,300円（主幹職）

官職に応
じて66,400
円から
117,500円
(定額制)支給実績 18,199 千円

支給職員１人当たりの
平均支給年額

505,528円

管理職
特別勤務
手当

管理職職員が臨時または緊急そのほか公務運営の必要により
休日などに勤務した場合、職に応じて8,000円から12,000円を
支給します（勤務時間が6時間を超える場合は50％増し）。
※代休対応有り。

官職区分
に応じて
6,000円から
12,000円（勤
務時間が6
時間を超え
る場合は
50％増し）

支給実績 ―
支給職員１人当たりの
平均支給年額

―

地域手当

職員の給与水準が民間賃金の地域間格差を適切に反映された
ものにするための手当です。
（給料月額＋管理職手当＋扶養手当）×8/100
※人件費の抑制措置により6/100に減額。

支給地域に
応じて3～
18％

支給実績 70,904千円
支給職員１人当たりの
平均支給年額

190,091円

特殊
勤務手当

著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、そのほか著し
く特殊な勤務に従事したときに支給します。
●防疫処理手当　日額300円
●災害対策業務手当　日額500円
●行旅病人等取扱手当　行旅死亡人1件に付き3,000円、行旅
病人1件に付き1,000円
●動物死体処理手当　日額 300円　

用地交渉等
手当、防疫
等作業手当
等、全27手
当

支給実績 19千円
支給職員1人当たりの
平均支給年額

4,750 円

時間外
勤務手当
（休日勤
務手当を
含む）

通常の勤務時間を超えて勤務したときに支給します（管理職
を除く）。
●勤務日における時間外勤務１時間に付き
　当該職員の時間給単価×125 ／ 100（午後10時から翌朝午前
５時までの深夜勤務は150 ／ 100）
●週休日における時間外勤務１時間に付き
　当該職員の時間給単価×135 ／ 100（午後10時から翌朝午前
５時までの深夜勤務は160 ／ 100）

同じ

支給実績 60,582千円
支給職員１人当たりの
平均支給年額

295,522円

期末・
勤勉手当

同じ

支給実績 574,524千円
支給職員１人当たりの
平均支給年額

1,629,855円

退職手当

　退職手当は退職時の給料月額に下表の支給率を乗じて基本
額とし、在職中の職務の級に応じて決定される調整額と合算
した金額となります。退職勧奨による退職の場合　定年年齢
との差1年につき2％加算（20％限度）します。
　定年前早期退職の場合　定年年齢との差1年につき3％加算
（30％限度）します。
　支給職員1人当たりの平均支給額　7,674千円

同じ

民間のボーナスに相当する手当です。
期末手当（給料月額＋地域手当＋扶養手当）×支給割合
勤勉手当（給料月額＋地域手当）×支給割合

手当 6月期 12月期 年計
期末手当 1.40月 1.60月 3.00月
勤勉手当 0.75月 0.75月 1.50月
計 2.15月 2.35月 4.50月

※勤勉手当の支給割合は勤務成績により加減措置があり、職
制上の職務の級による加算処置があります。

区分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

自己都合 23.50月分 33.50月分 47.50月分 59.28月分

勧奨・定年 30.55月分 41.34月分 59.28月分 59.28月分
※退職手当は千葉県市町村総合事務組合で共同処理しており、
同組合の退職手当条例で支給率が規定されています。
退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職
種に係る職員に支給された平均額で、定年退職者に限るもの
ではありません。

市の人事、行政運営などの市の人事、行政運営などの
状況を公表します状況を公表します

　市の職員数や職員の給与、勤
務時間などの勤務条件、服務の
状況などをお知らせします。

■問　総務課人事班　内線3314
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(オ)職員の平均給料月額・平均年齢の状況
　平成21年4月1日現在の一般行政職および技能労務職の職員の平均給料月額・平均年齢
は次のとおりです。

一般行政職職員 技能労務職職員
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

356,429円 424,231円
（399,120円） 44.0歳 273,169円 306,333円

（299,122円） 52.5歳

※（　）内の数字は後日国が公表する予定の国家公務員平均給与と比較ができるよう通
勤手当、時間外勤務手当および特殊勤務手当を除いたものです。

(カ)職員の初任給の状況
　平成21年4月1日現在の学校卒業後すぐに採用された場合の初任給と、その後引き続き
2年間勤務した給料月額は次のとおりです。

区分
白井市 千葉県 国

初任給 2年後の
給料 初任給 2年後の

給料 初任給 2年後の
給料

一般
行政職

大学卒 178,800円 192,800円 178,800円 192,800円

Ⅰ種 
185,800円

Ⅰ種
 200,000円

Ⅱ種 
172,200円

Ⅱ種 
185,800円

高校卒 144,500円 155,700円 144,500円 155,700円 140,100円 149,800円
※国家公務員の大学卒のⅠ種とは国の各行政分野の中枢を担う職をいい、Ⅱ種とは各行
政分野の基盤を担う中堅職をいいます。　

(キ)職員の学歴別・経験年数別給料月額の状況
　平成21年4月1日現在の職員の学歴別・経験年数別平均給料月額の状況は次のとおりです。

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 266,856円 339,450円 362,900円
高校卒 236,500円 266,900円 291,460円

技能労務職 高校卒 ― ― 241,880円

◆職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（ア）勤務時間の状況
　市役所本庁舎に勤務する職員などの主な勤務時間は次のとおりです。
１週間の勤務時間 勤務開始 勤務終了 休憩 週休日

38.75時間 午前8時30分 午後5時15分 正午から午後1時 日曜日・土曜日
※各センターなど土・日曜日に勤務を要する場合は、勤務時間の割り振りを変更するこ
とにより対応しています。

（イ）休暇等の状況
　職員の休暇には年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇、育児休業があります。
　平成20年中の休暇などの状況は次のとおりです。

休暇の種類 休暇日数など 使用実績

有
給
休
暇

年次有給
休暇 年次休暇 1年に付き20日間（前年に未使用日数があ

る場合は、最大20日を翌年繰越）
平均使用日数
11.9日

病気休暇 病気休暇 負傷または疾病のため療養を要する場合、
必要最小限度の期間

取得件数
52件

特
別
休
暇

夏季休暇 7月から9月までの間において5日 平均使用日数
4.6日

産前・産後
休暇

妊娠した職員に対して出産予定日前8週間
（多胎妊娠の場合14週間）
出産した職員に対して出産日の翌日から8
週間

取得件数
17件

ドナー休暇
職員が骨髄移植のための骨髄液の提供者と
して検査・入院などが必要である場合、必
要と認める期間

取得件数
0件

配偶者出産
休暇

職員の配偶者の出産当日から2週間以内に
おいて3日の範囲

取得件数
2件

育児時間
休暇

生後１年未満の子を養育する職員に対して
１日に付き2回（計1時間）

取得件数
0件

忌引休暇
親族の喪に遇った職員に対して続柄および
死亡時の生計関係に応じ、1日から10日の
範囲

取得件数
60件

結婚休暇 婚姻する職員に対して5日 取得件数
7件

ボランティア
休暇

職員が自発的に報酬を得ないで災害被災地
での支援活動などの社会に貢献する活動を
行う場合、1年に5日の範囲

取得件数
0件

長期勤続者
特別休暇

20年または30年勤続した職員に対して、心
身のリフレッシュ、自己研さんを図るため
連続した3日または5日の範囲

取得件数
20件

子の看護
休暇

小学校就学前の子を養育する職員がその子
を看護する必要がある場合、1年に5日間の
範囲

取得件数
36件

無
給
休
暇

介護休暇
負傷・疾病または老齢により2週間以上に
わたり父母・子など親族を介護しなければ
ならない場合、6カ月を限度として必要と
認められる期間

取得件数
2件

育児休業
（平成20年度実績）

満3歳に満たない子を養育するため当該子
が3歳に達する日までの期間を限度とする
期間

取得件数
27件

◆職員の分限および懲戒処分の状況
（ア）分限処分の制度概要と処分状況
　分限処分とは公務能率の維持を目的にした処分で、免職、休職、降任、降給の4種類
があります。
　平成20年度における分限処分の状況は次のとおりです。

処分事由
処分者数(人)

免職 休職 降任 降給
勤務実績が良くない場合
心身の故障の場合 4
職に必要な適格性を欠く場合
職制、定員の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合
刑事事件に関し起訴された場合

計 4

（イ）懲戒処分の制度概要と処分状況
　懲戒処分とは職員の義務違反に対する道義的責任を問い、秩序維持を図ることを目的
とした制裁的な処分で、免職、停職、減給、戒告の4種類があります。
　平成20年度における懲戒処分は次のとおりです。

処分事由
処分者数(人)

免職 休職 減給 戒告
法令に違反した場合 6
職務上の義務に違反しまたは職務を怠った場合 1
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合

計 6 1

◆職員の服務の状況
　職員は職務命令に従う義務､信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念す
る義務、営利企業などへの従事制限などが課せられています。職務専念義務は選挙権
の行使や厚生に関する計画の実施に参加する場合など、合理的な理由がある場合に限
り免除されることがあります。
　平成20年度における職務専念義務免除の状況は次のとおりです。

区分 申請件数 免除件数
人間ドックの受診 122件 122件

官公庁競技大会参加など 70件 70件
　営利企業などに従事する場合または、勤務時間外に報酬を得てほかの事業に従事す
る場合などは、任命権者の許可を受けることが必要になります。
　平成20年度における営利企業等従事許可の状況は次のとおりです。

区分 申請件数 許可件数
事業所企業統計調査事務など 9件 9件

◆職員の研修及び勤務成績の評定の状況
（ア）職員研修の状況
　市では職員の能力向上のため研修を実施しています。
　平成20年度の研修の参加状況は次のとおりです。

研修機関など 主な研修内容 参加
職員数

自治大学校 政策法務重点コース・市町村コース・徴収事務コース 4人
千葉県自治専門校 法制実務・税務事務・各階層別研修など 23人

印旛郡市市町村職員研修 新規採用職員・初級職員・中級職員の研修 17人
市人事担当課研修 メンタルヘルス・公務員倫理研修など 124人
そのほか研修 社会福祉主事資格認定通信課程など 17人

（イ）勤務成績の評定の状況
　勤務成績の評定は､職員の勤務能率の発揮と増進を目的に、職員の執務についての
能力や実績などについて職種別に5段階で評価を行います。評定は10月1日を基準日と
する中間評定と3月1日を基準日とする年間評定があります。評定結果については昇給
や勤勉手当などに活用しています。
　平成20年度の評定結果は次のとおりです。（平成21年3月1日基準日）

区分 Ａ
（極めて良好）

Ｂ
（特に良好）

Ｃ
（良好：標準）

Ｄ
（やや良好でない）

Ｅ
（良好でない）

昇給 27人 113人 237人 4人 1人
勤勉手当 27人 113人 236人 5人 1人
※勤務評定は常勤の一般職に属する職員について実施します。ただし次の①から③の
いずれかに該当する職員は除いています。
①休職、病気休暇そのほかの理由により公正な勤務評定を行うことが困難であると認
める職員
②評定者と被評定者との間に監督関係が発生した日から引き続き3カ月を経過しない
職員
③そのほか市長が勤務評定が必要ないと認める職員

◆職員の福祉及び利益の保護の状況
（ア）共済制度の概要
　市の職員は千葉県市町村職員共済組合に加入しています。共済組合では職員とその
被扶養者の病気・けが・出産・死亡などに対して行う｢短期給付事業｣職員の退職・障
害・死亡に対して行う｢長期給付事業｣・健康の保持増進事業や住宅資金の貸し付けな
どの｢福祉事業｣を行っています。
　平成21年4月1日現在の一般職の共済組合負担金の負担率は次のとおりです。

区分 短期負担金 長期負担金 福祉負担金 介護負担金 事務費
給料に掛ける率 45.8875/1000 133/1000 2.9625/1000 5.0875/1000 800円
期末・勤勉手当に
掛ける率 37.41/1000 106.4/1000 2.37/1000 4.07/1000 －

（ウ）健康診断等の実施状況
　定期健康診断は労働安全衛生法により義務付けられています。成人病検査、人間ドッ
クについては職員とその被扶養者の健康の保持増進、疾病予防に役立てるために共済
組合事業として実施しています。
　平成20年度の健康診断などの実施状況は次のとおりです。

区分 対象者数 受診者数
定期健康診断 408人 367人

成人病検査・人間ドック 329人 171人
※ 成人病検査、人間ドックについては35歳以上の職員が対象となります。

◆平成20年度公平委員会業務の状況
　公平委員会とは職員の利益の保護と公正な人事権の行使を保障するための機関です。
　平成20年度の千葉県市町村公平委員会業務の状況に関する報告については次のと
おりです。
勤務条件に関する措置の要求に係る事項 該当する案件はなかった

不利益処分に関する不服申し立てに係る事項 該当する案件はなかった

◆特別職等の給料などの状況（平成21年4月1日現在）
　特別職の給料などは次のとおりです。現在の給料の月額は平成6年4月1日から適用
しています。

区分 給料・報酬（月額） 期末手当

給料

市長 830,000円
（747,000円）

6月期　2.10月分
12月期　2.30月分
計　4.40月分

副市長 690,000円
（655,500円）

教育長 650,000円
（637,000円）

報酬
議長 390,000円 6月期　2.10月分

12月期　2.30月分
計　4.40月分

副議長 320,000円
議員 300,000円

※給料の( 　)内は減額措置を行った後の金額です。

◆人件費抑制措置
　厳しい財政状況を踏まえ、次のとおり人件費の減額措置を行っています。

区分 抑制措置 内容 期間

市長・副市長・教育長 給料月額の減額 給料月額の2％～
10％減額

平成21年4月1日～
平成24年12月9日

一般職 地域手当の減額 支給率を2％減額 平成21年4月1日～
平成22年3月31日

（イ）公務災害補償
　職員が公務上の災害（負傷、疾病、障害または死亡）または通勤による災害を受け
た場合、職員または職員の遺族が損害の補償を受けられます。
　平成20年度の災害補償の実施状況は次のとおりです。

区分 災害概要 申請件数 認定件数
公務災害 職務中のけが 2 1
通勤災害 ― ― ―

2009.11.153



Q　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
訪
問
販
売
で
「
ガ

ス
料
金
が
安
く
な
る
」
と
言
わ
れ
た

の
で
新
し
い
ガ
ス
販
売
店
と
契
約
し

た
。
こ
の
ガ
ス
販
売
店
は
「
今
契
約

す
る
な
ら
今
ま
で
の
ガ
ス
販
売
店
と

の
解
約
手
続
き
と
精
算
は
任
せ
て
欲

し
い
」
と
言
っ
て
き
た
の
で
、
言
わ

れ
る
ま
ま
に
委
任
状
を
渡
し
た
。

　

そ
の
後
解
約
し
た
販
売
店
か
ら

「
配
管
設
備
の
撤
去
費
用
」
の
請
求

が
あ
っ
た
。
新
た
に
契
約
し
た
ガ
ス

販
売
店
と
の
契
約
時
の
約
束
が
守
ら

れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
40
代
・
主
婦
）

A　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ

ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
は
自
由
料
金
な
の

で
販
売
店
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

こ
の
事
例
の
よ
う
に
「
安
く
な
る
」

と
い
う
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で
契
約
さ

せ
て
、
数
カ
月
後
に
一
方
的
に
値
上

げ
す
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

業
者
の
言
わ
れ
る
ま
ま
に
「
委
任

状
」
を
渡
す
こ
と
も
危
険
で
す
。

　

新
し
い
ガ
ス
販
売
店
と
契
約
す
る

と
き
は
、
提
示
さ
れ
た
料
金
が
い
つ

ま
で
適
用
さ
れ
る
か
を
確
認
し
、
今

契
約
し
て
い
る
ガ
ス
販
売
店
と
の
解

約
手
続
き
は
必
ず
自
分
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

販
売
店
に
は
契
約
時
に
料
金
内
容

や
設
備
の
所
有
権
な
ど
を
記
し
た
書

面
を
交
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
内
容
を
確
認
し

て
保
管
し
、
約
束
が
守
ら
れ
て
い
る

か
を
常
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
地
域
ご
と
の
L
P
ガ
ス
平
均
価
格

は
㈶
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

石
油
情
報
セ
ン
タ
ー

  h
ttp
://

oil-in
fo.ieej.or.jp

へ
。

千
葉
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
お
客
様
相
談

所
☎
0
4
3
（
2
4
6
）
1
5
7
9

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

L
P
ガ
ス
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）
の
訪
問
販
売

124

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

平
成
22
年
度
当
初
予
算
案
に
お
け
る　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
点
事
業
の
選
定

　

市
で
は
平
成
22
年
度
当
初
予
算
案

の
編
成
作
業
に
あ
た
り
、
限
ら
れ
た

財
源
を
優
先
的
・
重
点
的
に
配
分
し
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
予
算
編
成

を
行
う
た
め
に
重
点
事
業
を
選
定
し

ま
し
た
。

　

重
点
事
業
と
は
基
本
計
画
や
実
施

計
画
な
ど
の
着
実
な
推
進
の
た
め
、

市
と
し
て
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業

を
予
算
編
成
に
先
立
っ
て
選
定
し
た

事
業
の
こ
と
で
、
市
が
行
う
事
業
の

う
ち
、
規
模
や
内
容
な
ど
か
ら
判
断

し
て
、
重
点
事
業
と
し
て
位
置
付
け

る
こ
と
が
相
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を

抽
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
選
定
し
た
重
点
事
業
は
左
表

の
と
お
り
で
、
定
年
を
迎
え
た
団
塊

世
代
の
人
た
ち
が
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

を
よ
り
有
意
義
に
過
ご
す
た
め
の
団

塊
世
代
地
域
活
動
支
援
事
業
や
、
環

境
へ
の
負
荷
を
減
ら
し
、
環
境
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
の
地
球
温

暖
化
対
策
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問　

財
政
課
財
政
班　

内
線
3
3
3

1
・
2
・
7

　これまで市役所のみ
で発行していた「外国
人登録原票記載事項証
明書」と、新たに外国
籍の人の「軽自動車用
住所証明書」を出張所
でも発行します。
出張所受付日時　土・日曜日、祝日を除く各出張
所の開所日　午前8時30分～午後5時15分
必要な物　外国人登録証明書（カード）などの本
人確認ができるもの
※同一世帯以外の代理人は委任状が必要です。
■問　市民課戸籍班　内線3144

「外国人登録原票記載事項証明書」を「外国人登録原票記載事項証明書」を
1212月から出張所で月から出張所で発行発行

平 成 22 年 度 当 初 予 算 （案） に お け る 重 点 事 業 
事業名 事業概要 担当課

循環バス運行事業 　交通不便地域の解消などのため、循環バスの運行を委託します。また、地域公共交通会議を開催して運行内容の見直しを行います。 企画政策課

コミュニティ施設
整備事業

　第一地区に地域コミュニティの核となる施設を整備するため、中央
公民館などを解体し、コミュニティ施設を建設します。

市民参加推進課市民活動推進セン
ター管理運営委託
事業

　市民活動団体との協働体制の構築を図るため、白井駅前センターに
ある市民活動推進センターの管理運営を市民活動推進センター登録団
体に委託します。

防災意識啓発事業 　防災意識を高めるため、市地域防災計画の見直しや広報などによる啓発を行います。 交通防災課

農産物のブランド
強化推進事業

　生産者の技術・出荷意識の向上を図り、梨のさらなるブランド化を
進めます。ほかの果物や野菜についても、農業者団体などと連携・協
力し今後のブランド化の方向性を見出していきます。

農政課

商工業活性化支援
事業

　市内における商工業の基盤の安定などのため、（仮称）商工業振興
条例の策定に向けて、調査・研究を進めます。 商工振興課

障害者支援セン
ター運営事業

　障害のある人たちの日中活動の場の確保と支援体制の充実を図るた
め、障害者支援センターを開所します。 社会福祉課

私立保育園施設整
備助成事業 　保育需要に対応するため、私立保育園の建設に対し助成します。

児童家庭課家庭的保育事業 　いろいろな保育サービスの普及と待機児童の解消のため、家庭的保
育者（保育ママ）の居宅において少人数の保育を行います。

学童保育所整備事
業

　入所を希望する児童の増加に対応するため、大山口学童保育所の増
築工事などを行います。　

乳幼児・小学生医
療費の助成

　保護者の負担を軽減するため、通院に係る医療費の助成対象を就学
前児童から小学３年生まで拡大します。

健康課
各種健（検）診事
業

　生活習慣病などの予防や病気の早期発見などのため、各種検診を行
います。また、30歳代の女性を対象に乳がん超音波検診を導入します。

美しい景観形成の
推進事業

　市にふさわしい景観の形成を図るため、景観に関する方針などにつ
いて、委員会を設置して調査・研究を進めます。

都市計画課
（農政課）

工業団地への道路
整備事業

　工業団地における企業誘致などのため、工業団地へのアクセス道路
を整備します。

建設課
幹線市道及び生活
道路の整備事業

　安全で円滑な道路交通を確保するため、幹線市道の整備、一般市道
の改良を行います。また、破損の激しい道路の舗装や排水施設などの
修繕を行います。

地球温暖化対策事
業

　環境への負荷を減らすため、住宅用太陽光発電システムの設置に対
し補助金を交付します。環境に対する意識を高めるため、環境フォー
ラムの開催や、小学３年生に「子どもエコノート」の配布を行います。

環境課

公共下水道雨水施
設整備事業 　白井地区における雨水排水施設を整備します。 上下水道課

団塊世代地域活動
支援事業

　定年を迎えた団塊世代の人たちがセカンドライフをより有意義に過
ごせるよう、生きがいや地域活動につながる講座などを開催します。 生涯学習課

ALT招致・派遣
事業

　外国語活動教育や国際理解教育の充実を図るため、ALT（英語指導
助手）を１人増員し、すべての小学校で外国語活動の授業時間にALT
を配置します。

教育センター室

※担当課の（　）内は関係課です。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

国
民
健
康
保
険
関
係
功
績
者
表
彰

式
が
厚
生
労
働
省
で
10
月
22
日
に
行

わ
れ
、
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
の
奥
澤
昌
道
委
員
が
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
長

年
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
対
す
る

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

問　

保
険
年
金
課
保
険
年
金
班　

内

線
3
1
7
5

文
化
の
日
県
功
労
者
表
彰

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
地
域
の
発
展

や
県
民
生
活
の
向
上
な
ど
に
貢
献
し

た
個
人
・
団
体
の
功
績
を
た
た
え
る

文
化
の
日
功
労
者
表
彰
が
県
庁
で
11

月
3
日
に
行
わ
れ
、
中
村
敎
彰
前
白

井
市
長
が
地
方
自
治
功
労
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
8
年
か
ら

3
期
12
年
に
わ
た
り
市
長
（
就
任
当

時
は
町
長
）
と
し
て
市
政
に
尽
力
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

問　

秘
書
課
秘
書
班　

内
線
3
3
0

1情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
委
員
委
嘱

　

市
で
は
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
は
市
に
お
け
る
情
報
の
公
開
、
個

人
情
報
保
護
に
関
し
、実
施
機
関（
市

長
な
ど
）
か
ら
の
諮
問
に
応
じ
て
調

査
・
審
議
し
、
答
申
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
制
度
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ

い
て
実
施
機
関
に
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
機
関
で
す
。
任
期
は
平

成
23
年
9
月
30
日
ま
で
で
、
委
員
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
。　　
　
（
敬
称
略
）

委
員　

西
本
邦
男
（
会
長
）、
井
川

芳
枝
、
岩
本
忠
司
、
中
澤
孝
子
、
古

井
正
二

問　

総
務
課
行
政
班　

内
線
3
3
1

2

秋秋 の 叙 勲の 叙 勲
　叙勲は国や公共に対し功労のあった人、社会の
各分野において優れた行いのあった人などに授
与されるものです。
　市内では次の皆さんが受章されました。
　瑞宝双光章
　大野孝さん
　（元警視庁警視・池の上在住）
　中川俊夫さん
　（元東京都多摩がん検診センター放射線科技師長・
　  けやき台在住）
　瑞宝単光章
　井上建三さん
　（元海上自衛隊3等海尉・根在住）
　梶山典彦さん
　（元警視庁警部補・冨士在住）

　フリーマーケット出店者も募集し
ています。
日時　28日㈯　午前9時～正午
場所　さわやかプラザ軽井沢第1駐車場
■問　さわやかプラザ軽井沢☎（442）
6150

さわやかプラザ軽井沢さわやかプラザ軽井沢
朝市&フリーマーケット朝市&フリーマーケット

市民と行政と協働で進めたワークショップ市民と行政と協働で進めたワークショップ
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

○
白
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

3
0
、0
0
0
円

○
匿
名　
　
　
　

5
、
0
0
0
円

　

こ
の
寄
付
金
は
市
の
福
祉
事
業
推

進
事
業
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
、
難

病
疾
患
者
、
紙
お
む
つ
等
給
付
費
な

ど
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。　

税
の
学
習
会

　

高
齢
者
に
関
係
す
る
年
金
と
税
の

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
年
金
収
入

の
所
得
計
算
や
所
得
控
除
の
内
容
な

ど
、
税
金
の
基
礎
的
な
こ
と
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

日
時　

26
日
㈭　

午
後
2
時
〜
4
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般　

40
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師　

成
田
税
務
署
職
員
、
市
課
税

課
職
員

申
・
問　

電
話
か
E
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
課
税
課
市
民
税
班　

内
線
3
1

3
1
〜
3
、

 k
a
ze
i@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

脳
ド
ッ
ク
受
検
者
に

助
成
金

　

市
で
は
日
本
人
の
三
大
死
因
の
一

つ
で
あ
る
脳
梗
塞
や
脳
内
出
血
な
ど

脳
血
管
疾
患
の
予
防
・
早
期
発
見
の

た
め
、
40
歳
以
上
の
市
国
保
（
市
国

民
健
康
保
険
）
加
入
者
に
、
脳
ド
ッ

ク
検
査
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

①
・
②
の
両
方
を
満
た
す
人

①
満
40
歳
以
上
の
市
国
保
加
入
者
で
、

市
国
保
税
納
期
到
来
分
を
完
納
し
て

い
る
人

※
提
供
い
た
だ
い
た
情
報
は
企
業
誘

致
活
動
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。

申
・
問　

任
意
の
様
式
に
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
企
業
に
関
す
る

情
報
（
企
業
名
・
企
業
概
要
・
本
社

所
在
地
・
連
絡
先
な
ど
）
を
記
入
の

上
、
郵
送
か
直
接
企
業
誘
致
推
進
室

内
線
3
2
2
2
へ

　

市
内
に
新
設
・
増
設
・
移
転
に
よ

り
事
業
所
を
立
地
し
、
一
定
の
要
件

を
備
え
た
事
業
者
に
対
し
て
奨
励
金

を
交
付
し
ま
す
。

対
象
地
域　

市
街
化
区
域
内

対
象
施
設　

次
の
①
か
ら
⑤
を
除
く

工
場
・
研
究
所
・
そ
の
ほ
か
事
業
所

①
不
動
産
賃
貸
施
設

②
飲
食
施
設

③
娯
楽
施
設

④
浴
場
施
設

⑤
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の

適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

許
可
又
は
届
出
を
要
す
る
施
設

奨
励
金
の
種
類
と
内
容　

左
表
の
と

お
り

申
請
期
限　

企
業
立
地
奨
励
金    

操

業
開
始
日
か
ら
2
カ
月
以
内　

雇
用

奨励金の種類と内容
企業立地奨励金 雇用促進奨励金

交付要件

次の2点を満たす事業者
●投下固定資産額が1億円以上で
あり、常用雇用者が10人以上の
事業者
●対象地域に土地を確保した後、
3年以内に操業を開始する事業者

対象施設の操業開始日の前後3カ月
の間に雇用した市民常用雇用者を
引き続き1年以上経過した日におい
て5人以上雇用している事業者

交付額
対象施設の固定資産税および都
市計画税相当額

市民常用雇用者1人につき10万円
（市民常用雇用者が障害者の場合は
1人に付き30万円）

交付期間 5年間 1回

注意点

指定された事業者が、当該年度
末までに納期が到来する市税、
使用料その他公課を期限までに
完納しないときは当該年度の奨
励金は交付しません。

指定された事業者が、操業開始日
から起算して15カ月を経過する日
までに納期が到来する市税、使用
料その他公課を期限内に完納しな
いときは奨励金を交付しません。

※投下固定資産額とは事業者が対象施設の新設・増設・移転に要した費用のう
ち地方税法第341条に規定する土地、家屋および償却資産の取得合計額です。

促
進
奨
励
金　

操
業
開
始
日
か
ら
4

カ
月
以
内

申
・
問　

指
定
申
請
書
（
企
業
誘
致

推
進
室
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
を
記
入
の
上
、
企
業
誘
致
推

進
室　

内
線
3
2
2
2
へ

企
業
進
出
に
関
す
る
情

報
提
供
を

　

市
は
企
業
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
市
民
や
市
内
の
事
業
所

な
ど
か
ら
企
業
進
出
情
報
を
い
た
だ

き
、
一
層
の
企
業
誘
致
、
雇
用
の
場

の
確
保
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
「
事
業
用
地
を
探
し

て
い
る
会
社
が
あ
る
」
な
ど
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【新規登録店】
ミニストップ千葉ニュータウン白
井店（谷田地区）
■問　環境課きれいなまちづくり班
内線3274・5

　現在、市では白井第二工業団地内調整池の一部を改修して、企業誘致用
事業用地の造成工事を行っています。
　この用地は一般競争入札により希望企業などに売却します。入札参加資
格、入札日程及び物件の詳細などは決定し次第、市ホームページでお知ら
せします。
【物件概要】
土地の所在　白井市平塚
字浄土谷津2823番45外4筆
実測面積　5,073.32平方㍍
用途地域　工業専用地域
建ぺい率　60㌫
容積率　200㌫
■申・■問　企業誘致推進室
内線3221・2へ

企
業
立
地
奨
励
制
度

　市営水道は定期的に水質検査を行い、安全で良質
な水を冨士・白井・根・富塚・西白井地区を中心に
給水しています。
　給水区域が下図のとおり拡張しました。
■問　上下水道課業務班　内線3457 ～ 9

②
前
回
の
脳
ド
ッ
ク
検
査
後
、
1
年

以
上
経
過
し
て
い
る
人
（
申
請
が
2

回
目
以
降
の
場
合
）

助
成
金
額　

各
検
査
の
上
限
額
を
限

度
に
検
査
費
用
の
7
割
相
当
額

検
査
内
容
・
限
度
額　

Ｍ
Ｒ
Ａ
お
よ

び
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
2
0
、   

0
0
0
円
、
M

R
I
の
み
・
1
5
、  

0
0
0
円
、
C

T
ス
キ
ャ
ン
の
み
・
1
0
、  

0
0
0

円※
助
成
金
は
脳
ド
ッ
ク
受
検
後
に
指

定
の
金
融
機
関
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。

申
・
問　

脳
ド
ッ
ク
を
受
け
る
1
週

間
前
ま
で
に
申
請
書
（
保
険
年
金
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班　

内
線
3
1
7
5
へ

平
和
を
願
い
折
り
鶴
を

折
ろ
う

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
〜

　

市
で
は
平
和
を
願
い
、
折
り
鶴
を

折
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
緒

に
実
施
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
が
平

和
都
市
宣
言
を
行
っ
た
3
月
を
目
標

に
実
施
し
ま
す
。
内
容
は
パ
ネ
ル
展

示
と
折
り
鶴
作
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
詳
細
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
検
討
し
、

実
施
し
ま
す
。

申
・
問　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参

画
室　

内
線
3
3
5
5
へ

　おもちゃの制作、初期離乳食や絵本の
紹介をします。
日時　20日㈮　午前10時～ 11時30分（午
前の部）、午後1時～ 2時30分（午後の部）
場所　ドリーム・ポケット（はなぶさ保
育園内）
※駐車場はありません。
対象　市内在住1歳未満の子とその保護
者　各部5組（申し込み順）
持ち物　赤ちゃんマット（バスタオル）、
食事用エプロン、子ども用スプーン
参加費　無料
■申・■問　17日㈫午前9時からドリームポ
ケット☎（492）7872へ

　産後間もない母親の家事や育児の手
伝いをするママヘルパー（登録ヘル
パー）を募集します。
雇用期間　～平成22年3月31日
勤務日時　不定期（土・日曜日、祝日
を除く）
※派遣依頼に応じて異なります。
対象　ヘルパー 3級以上、看護師、保
健師、保育士のいずれかの資格を有す
る人　若干名
時給　1,020円（交通費あり）
※研修期間中の時給は830円です。
■申・■問　11月20日㈮までに履歴書を記
入の上、資格証の写しを添えて、児童
家庭課児童家庭班☎（497）3487へ

ママヘルパー募集

粗 大 ご み 処 理 券粗 大 ご み 処 理 券
取 り 扱 い 登 録 店取 り 扱 い 登 録 店

あかちゃんポケット

木地区の一部で給水開始

白井第二工業団地内事業用地を売却白井第二工業団地内事業用地を売却
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

2009.11.155
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集
・

伝

言

板

古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る

白井梨マラソン大会上位成績者

コース 部門 総合1位
市民の部

1位 2位 3位

２㎞

小学1 ～ 3年の親
子ペア

明石梨花･洋之
(神奈川県)

岡田葉萌･龍二 芦川宗毅･裕之 三浦鷹之･光生

小学4～ 6年男子 千葉航希
(我孫子市)

横田有真 山﨑奎吾 中出敬大

小学4～ 6年女子 千葉希実
(我孫子市)

三浦璃月 米本華 本多由衣根

３㎞
中学生男子 平岡佑太

(柏市)
大久保成也 三浦玲央樹 千葉大輝

中学生女子 川島小夏
(我孫子市)

飯塚千波 米本圭 山本菜月

５㎞

一般男子39歳以下 柴田憲吾
(柏市)

湯浅貴大 伊藤雄史 高橋功樹

一般男子40歳以上 日置達郎
(東京都)

林雄一 本橋章雄 山本義男

一般女子39歳以下 湊瑛穂
(千葉市)

山本実紀 田中智美 渡辺佳代子

一般女子40歳以上 小山奈津子
(習志野市)

田村光子 仲田紀子 飯塚幸枝

10㎞

一般男子29歳以下 山﨑歩実
(松戸市)

開発英洋 山本宗孝 岩村智裕

一般男子30 ～ 49
歳以下

石田剛士
(東京都)

上竹智久 中里直樹 鈴木健一

一般男子50歳以上 野口朗
(鎌ケ谷市)

林雄一 中川尚久 石川利行

一般女子29歳以下 韮澤亜衣
(野田市)

高岡眞弓 梶原明佳 福岡聡子

一般女子30 ～ 44
歳以下

小髙晶子
(柏市)

高岡香織 岡田歩 萩野道代

一般女子45歳以上 大野朋子
(東京都)

石井蘭 古田佳代 志賀千秋

　白井運動公園陸上競技場を発着点として「第24回白井梨マラソ
ン大会」を10月4日に開催しました。
　当日は天候に恵まれ、市内外の2,710人のランナーが完走しま
した。ゴール後は「梨の里しろい」の自慢の梨を試食し、乾いた
のどを潤しながら楽しいひと時を過ごしました。
　上位成績者は左表のとおりです。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435

社
会
保
険
大
学
校
運
動

施
設
開
放
日

日
時　

5
日
㈯
・
6
日
㈰
・
19
日
㈯
・

20
日
㈰
・
26
日
㈯
・
27
日
㈰　

午
前

9
時
〜
午
後
5
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
は
、
必
ず
成
人
の
同
伴

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

利
用
料
金　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

5
6

0
円
、
体
育
館　

1
、
4
2
0
円
、

グ
ラ
ウ
ン
ド　

2
、
6
0
0
円
（
2

時
間
単
位
）

申
・
問　

25
日
㈬
ま
で
に
申
請
書

（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班　

内
線
3
4
3
6

へ※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
お
は
な
し
だ
い
す
き

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
2
火
曜
日　

午
前
11

時
〜
11
時
30
分　

場
所　

西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー　

対
象　

乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
（
自
由
参
加
）　

問　

國
島
☎
（
4
9
7
）
0
3
4
0

◆
コ
ー
ラ
ス
・
ア
ム
ー
ル

　

シ
ニ
ア
の
2
部
合
唱
サ
ー
ク
ル
で

す
。
男
女
問
わ
ず
楽
し
く
歌
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
月
第
1
・
3
木
曜
日　

午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分　

場
所　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問　

栗
谷
川
☎
（
4
9
2
）
1
6
2
7

◆
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
展
示

日
時
・
場
所　

16
日
㈪
〜
22
日
㈰
・

西
白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
、
24
日
㈫
〜

29
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
・

県
立
北
総
花
の
丘
公
園

※
体
験
（
有
料
）
も
で
き
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

宮
﨑
☎
（
4
9
7
）
2
9
1
8

◆
里
山
の
ゴ
ミ
拾
い
と
芋
煮
会

　

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
と
共
催
で
行
い

ま
す
。

日
時　

23
日
㈷　

午
前
10
時
〜
（
雨

天
の
場
合
は
中
止
）　

集
合
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

対
象　

一
般
（
自

由
参
加
）　

参
加
費　

3
0
0
円（
芋

煮
会
参
加
者
の
み
）　

持
ち
物　

飲

み
物
、
軍
手

問　

北
総
里
山
ク
ラ
ブ　

矢
野
☎

0
8
0
（
5
0
8
7
）
7
2
3
5

◆
七
宝
焼
体
験
教
室

日
時　

25
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー　

参

加
費　

4
8
0
円
（
教
材
費
）

申
・
問　

24
日
㈫
ま
で
に
松
井
☎

（
4
9
1
）
4
6
5
6
へ

◆
サ
ッ
カ
ー
さ
わ
や
か
広
場

　

㈶
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
と
社
会
福

祉
法
人
「
菊
華
園
」
と
の
共
催
で
少

年
や
老
人
そ
し
て
柏
レ
イ
ソ
ル
の
選

手
と
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

29
日
㈰　

午
後
2
時
〜
4
時

場
所　

社
会
福
祉
法
人　

菊
華
園　

内
容　

ド
リ
ブ
ル
リ
レ
ー
対
戦
、
協

力
選
手
と
少
年
、
老
人
と
の
交
流
プ

レ
ー
、
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
、
的
あ
て

ゲ
ー
ム
、
サ
イ
ン
会
ほ
か

問　

N
P
O
法
人
北
総
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン　

岡
田
☎
（
4
9
2
）
2
5

0
0

◆
下
総
航
空
基
地
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

滑
走
路
な
ど
基
地
内
約
7
・
2
㌔

㍍
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。

日
時　

28
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

1
時
（
集
合
時
間　

午
前
9
時
30
分
）

場
所　

海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地

（
柏
市
）　

対
象　

小
学
生
以
上
（
要

申
し
込
み
）

※
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問　

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
広

報
室
☎
0
4
（
7
1
9
1
）
2
3
2

1
・

h
ttp
://w

w
w
.m
o
d
.

g
o
.jp
/m
sd
f/sim

o
h
u
sa
/

in
dex
.h
tm
l

へ

◆
整
形
外
科
医
に
よ
る
医
療
講
演

　

「
肩
、
腰
、
ひ
ざ
の
よ
く
あ
る
病

気
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
す
。

日
時　

27
日
㈮　

午
後
1
時
〜　

場

所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
3
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
印
西
市
）

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）　

講
師

セ
コ
メ
デ
ィ
ッ
ク
病
院　

渡
辺
公
三

副
院
長　

参
加
費　

無
料

問　

セ
コ
メ
デ
ィ
ッ
ク
病
院
総
合

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
5
7
）

9
9
0
0

◆
県
立
病
院
公
開
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

12
月
13
日
㈰　

午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分　

場
所　

柏
市
民
文

化
会
館　

内
容　

講
演　

①
「
自
殺

と
う
つ
病
」
、
②
「
う
つ
病
の
復
職

支
援
」
、
③
「
う
つ
病
と
患
者
に
対

す
る
周
囲
の
反
応
」　

講
師　

①
手

賀
沼
病
院　

小
池
健
院
長
、
②
県
精

神
科
医
療
セ
ン
タ
ー　

長
牛
慶
順
医

長
、
③
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー　

山
中
浩
嗣
医
長　

対
象　

一
般　

3
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）　

参
加

費　

無
料

申
・
問　

電
話
か
は
が
き
、
フ
ァ
ク

ス
、
E
メ
ー
ル
で
「
公
開
セ
ミ
ナ
ー

希
望
」
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

質
問
の
概
要
を
記
入
の
上
、
〒
2
6

0
―
8
6
6
5
、
千
葉
県
病
院
局
経

営
管
理
課
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
3

9
6
6
・
℻  
0
4
3
（
2
2
5
）

9
3
3
0
・

by
ok
ik
ak
u
@
m

z.pref.ch
iba.lg

.jp

へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時　

28
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

対
象　

一
般
（
予
約
不

要
）　

相
談
料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎

0
4
3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
平
成
22
年
度
千
葉
県
農
業
大
学
校

学
生
募
集

　

農
業
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指

す
農
学
科
と
研
究
科
の
学
生
を
募
集

す
る
た
め
、
一
般
入
試
を
行
い
ま
す
。

試
験
日　

A
日
程　

平
成
22
年
1
月

12
日
㈫
、
B
日
程　

平
成
22
年
3
月

2
日
㈫　

場
所　

千
葉
県
農
業
大
学

校
（
東
金
市
）　

対
象　

【農
学
科
】

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平

成
22
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人　

A

日
程
30
人
、
B
日
程
10
人　

【研
究

科
】
都
道
府
県
の
農
業
大
学
校
の
農

学
科
な
ど
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
22

年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
人　

A
日

程
10
人
、
B
日
程
若
干
名　

申
・
問　

A
日
程
は
平
成
21
年
12
月

21
日
㈪
か
ら
平
成
22
年
1
月
5
日
㈫
、

B
日
程
は
平
成
22
年
2
月
12
日
㈮
か

ら
23
日
㈫
（
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び

12
月
29
日
㈫
か
ら
平
成
22
年
1
月
3

日
㈰
を
除
く
）
に
千
葉
県
農
業
大
学

校
☎
0
4
7
5
（
5
2
）
5
1
2
1
へ

梨梨マラソン大会マラソン大会結果結果
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
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〰
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〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
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〰
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

10月4日のマラソン大会

　

鮮
魚
を
運
ぶ
人
た
ち
は
「
鮮な

ま魚

師し

」
と
呼
ば
れ
、
昼
夜
を
問
わ
ず

に
鮮
魚
を
運
び
ま
し
た
。
富
塚
に

は
鮮
魚
師
に
ま
つ
わ
る
次
の
よ
う

な
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
晩
、
一
人
の
鮮
魚
師
が
鮮

魚
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
な
に
や

ら
怪
し
い
気
配
が
漂
い
、
ふ
と
見

る
と
、
火
の
玉
が
飛
ん
で
き
ま
し

た
。
恐
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
に
、
男

は
刀
を
抜
き
火
の
玉
を
斬
り
つ
け

ま
し
た
が
、
刀
は
折
れ
て
し
ま
い
、

万
策
尽
き
た
男
は
気
を
失
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
目
が
覚
め
る
と
、

男
の
傍
ら
に
は
刀
傷
を
負
っ
た
庚こ

う

申し
ん
塔
が
建
っ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
そ
の
後
、
誰
と
な
く
、
こ
の

庚
申
塔
を
「
切
ら
れ
庚
申
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
富
塚
の
鳥
見
神
社
に
移

設
さ
れ
た
「
切
ら
れ
庚
申
」
は
高

さ
1
㍍
程
の
安
山
岩
製
の
石
造
物

で
、
背
面
の
左
側
に
は
刀
傷
と
言

わ
れ
る
長
く
深
い
傷
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

鮮
魚
道
は
白
井
の
物
産
を
運
ぶ

商
用
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
古
文
書
を
見
る
と
、

白
井
産
の
薪
や
炭
（
佐
倉
炭
）・

米
を
、
松
戸
を
通
し
て
江
戸
で
販

売
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

問　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

鮮
魚
道
と
切
ら
れ
庚
申

　

近
世
、
江
戸
に
住
む
人
た
ち
が

食
べ
る
魚
は
銚
子
か
ら
も
運
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
新
鮮
な
魚
を
食
べ

る
に
は
、
い
ち
早
く
江
戸
へ
運
ぶ

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

鮮
魚
を
舟
で
銚
子
か
ら
我
孫
子
市

布
佐
に
運
び
、
陸
路
あ
る
い
は
手

賀
沼
経
由
で
白
井
市
平
塚
を
経
て

富
塚
を
通
り
、
柏
市
藤
ケ
谷
を
抜

け
て
松
戸
へ
と
運
び
、
松
戸
か
ら

再
び
舟
で
江
戸
へ
運
ぶ
と
い
う
経

路
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
布
佐
か
ら

松
戸
ま
で
の
陸
路
は
「
鮮な

ま
み
ち
魚
道
」

と
呼
ば
れ
、
今
の
白
井
工
業
団
地

を
東
西
に
横
断
す
る
道
路
の
一
部

が
相
当
し
ま
す
。

　

平
塚
地
区
の
小
字
に
は
「
舟

戸
」
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
舟
着
場
の
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
地
名
で
、
舟
で
運
ば

れ
た
鮮
魚
は
こ
こ
で
も
荷
揚
げ
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
月
号
で
紹
介
し
た
木
下
街
道

も
鮮
魚
の
運
搬
に
利
用
さ
れ
ま
し

た
が
、
木
下
街
道
は
参
勤
交
代
に

も
使
わ
れ
た
公
儀
の
道
な
の
で
途

中
に
宿
場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
、
荷
物
を
運
搬
す
る
際

は
宿
場
に
あ
る
問
屋
で
賃
料
を
払

い
、
荷
物
の
積
み
替
え
を
行
う
決

ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は

鮮
魚
を
運
ぶ
の
に
時
間
と
費
用
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
ち
早

く
江
戸
へ
鮮
魚
を
運
ぶ
に
は
宿
場

の
無
い
道
が
有
利
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
鮮
魚
道
が
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

切られ切られ庚申庚申
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ボ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流

会
　

「
あ
り
の
み
お
話
会
」
の
皆
さ
ん

を
交
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発
表

と
お
茶
会
を
し
な
が
ら
情
報
交
換
を

し
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
7
日
㈪　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
一
般　

50
人
（
申

し
込
み
順
）

申　

11
月
30
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

福
ミ
ニ
門
松
作
り
講
習

会
　

お
正
月
に
向
け
て
ミ
ニ
門
松
を
作

り
ま
す
。

日
時　

12
月
9
日
㈬
・
16
日
㈬　

午

後
1
時
〜
3
時

対
象　

市
内
在
住
お
お
む
ね
60
歳
以

上　

15
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費　

5
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

12
月
2
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

日
時　

27
日
㈮　

午
後
0
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
お
お
む
ね
60
歳
以

上　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

申　

26
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト

参
加
費　

2
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

11
月
28
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公
親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　

ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
作
り
を
し
ま

す
。

日
時　

12
月
1
日
㈫　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組
（
先
着
順
）

冨
親
子
で
あ
そ
ぼ
う

　

ク
リ
ス
マ
ス
ブ
ー
ツ
を
作
り
、
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
2
日
㈬　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
平
成
20
年
4
月
2

日
以
降
生
ま
れ
の
子
と
そ
の
保
護
者

30
組
（
先
着
順
）

駅
草
木
染
め
教
室

　

玉
ね
ぎ
、
ク
リ
の
イ
ガ
な
ど
を
使

っ
て
染
物
に
挑
戦
し
ま
す
。

日
時　

29
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

20
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
持
ち
帰
り
用

の
袋
、
ゴ
ム
手
袋

参
加
費　

3
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

22
日
㈰
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅
ト
ラ
イ
ア
カ
デ
ミ
ー

　

フ
ェ
ル
ト
ボ
ー
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ
を

作
ろ
う
。

日
時　

12
月
5
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

15
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費　

3
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

12
月
1
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

　タイトルの上にある中などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集
・

伝

言

板

高

齢

者

子

ど

も

趣
味
・
教
養
・
学
習

ま
で
は
狩
猟
期
間
で
す
。
野
外
で
活

動
す
る
人
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

狩
猟
者
は
マ
ナ
ー
を
守
り
事
故
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
安
全
な
狩
猟
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

【野
鳥
は
捕
ま
え
た
り
飼
っ
た
り
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
】

　

野
鳥
は
狩
猟
や
特
別
な
許
可
を
受

け
た
場
合
以
外
は
法
律
で
捕
獲
・
飼

養
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
鳥
の
保
護
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問　

県
庁
自
然
保
護
課
☎
0
4
3

（
2
2
3
）
2
9
7
2

◆
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

北
総
地
域
の
自
然
を
撮
影
し
た
写

真
や
県
北
部
で
写
し
た
行
事
、
子
ど

も
、
動
物
な
ど
の
写
真
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
方
法　

カ
ラ
ー
か
白
黒
（
必
ず

プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
）
で
2
L
サ
イ

ズ
を
1
人
2
作
品
ま
で　

入
賞　

最

優
秀
賞
1
点
（
賞
金
1
0
、0
0
0

円
）・
優
秀
賞
2
点
（
5
、0
0
0
円
）・

佳
作
3
点
（
賞
金
3
、0
0
0
円
）

申
・
問　

平
成
22
年
１
月
10
日
㈰

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
・

撮
影
日
・
撮
影
場
所
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
作
品
の
裏
に
添
付

し
、
〒
2
7
0
―
1
4
2
4　

白
井

市
堀
込
1
―
5
―
2
―
1
0
4　

白

井
の
自
然
を
考
え
る
会　

山
口
☎

（
4
9
1
）
9
2
9
1
へ

◆
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
沼
南

高
柳
分
校
入
学
生
募
集

　

県
立
沼
南
高
柳
高
等
学
校
の
余
裕

教
室
に
平
成
22
年
4
月
に
職
業
教
育

に
特
化
し
た
高
等
部
分
校
（
職
業

コ
ー
ス
）
を
開
設
す
る
た
め
、
入
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

コ
ー
ス　

フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス　

対
象　

卒
業

後
就
労
を
希
望
す
る
知
的
障
害
者
で

県
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
自
力
通

学
が
可
能
な
人　

16
人

申
・
問　

20
日
㈮
ま
で
に
県
立
我
孫

子
特
別
支
援
学
校　

吉
田
☎
0
4

（
7
1
8
7
）
0
8
3
1
へ

◆
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

募
集

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成
22
年
4
月
1
日
現
在
15
歳
以
上
17

歳
未
満
の
男
子　

試
験
日　

平
成
22

年
1
月
23
日
㈯　

受
験
料　

無
料　

願
書
受
付　

〜
平
成
22
年
1
月
8
日

㈮
（
必
着
）

※
3
学
年
修
了
と
同
時
に
高
校
卒
業

資
格
と
自
衛
官
の
身
分
が
得
ら
れ
ま

す
。

問

自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部
柏

募
集
案
内
所
☎
0
4
（
7
1
6
3
）

6
8
8
4

◆
視
覚
障
害
者
の
交
流
料
理
教
室

　

昔
懐
か
し
い
、
す
い
と
ん
や
炊
き

込
み
ご
飯
を
作
り
ま
す
。

日
時　

12
月
14
日
㈪　

午
前
10
時
〜

午
後
2
時　

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

対
象　

市
内
在
住
視
覚
障
害

者　

12
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

3
0
0
円
（
保
険
・
食
材

代
）

※
送
迎
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
必
要

な
人
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

11
月
30
日
㈪
ま
で
に
あ
ゆ

み
の
会　

黒
沢
☎
（
4
4
3
）
8
4

8
0
へ

◆
狩
猟
と
野
鳥
保
護

【狩
猟
が
始
ま
り
ま
す
】

　

本
日
か
ら
平
成
22
年
2
月
15
日
㈪

消防署からのお知らせ
　火災などの発生件数（9月30日現在）
火　災 救　急 救　助

9
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

9
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

9
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

1
件

18
件

0
件

120
件

1,398
件

▲129
件

3
件

16
件

▲6
件

※▲はマイナスを示します。

　「これが俺のセカンドライフ」と題して、健康、趣味、環境、自然、食
育の分野で下表のとおり講座を実施します。

公男の料理教室

福
わ
が
家
の
オ
ブ
ジ
ェ

　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
を
父
と
子
で
一
緒
に
作
り

ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
28
日
㈯
、
12
月
5
日
㈯

午
後
1
時
〜
3
時

対
象　

 

小
学
生
以
上
と
そ
の
男
性

の
保
護
者　

12
組
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

4
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

11
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

駅
ね
ん
ね
さ
ん

　

サ
ン
タ
ツ
リ
ー
の
小
物
入
れ
作
り

と
茶
話
会
を
し
ま
す
。

日
時

12
月
2
日
㈬　

午
前
10
時
30

分
〜
正
午　

対
象　

市
内
在
住
6
カ
月
未
満
の
子

と
そ
の
保
護
者　

16
組
（
申
し
込
み

順
） 子

育

て

布で作った布で作ったブーツブーツ

かわいいかわいいストラップストラップでしょでしょ

　台湾風やきそばやスープ、
デザートといった本格中華を
簡単で手軽に作ります。

日時　12月5日㈯　午前11時
～午後1時
対象　市内在住・在勤者　10
人（申し込み順）
講師　柯美玲さん
持ち物　エプロン、三角きん、
持ち帰り用の入れ物
参加費　1,000円（材料代）
■申　30日㈪までに参加費を持
参の上、直接公民センターへ

講座日程表
日程 時間 場所 講座内容

平成21年
12月12日㈯

午前9時30分
～正午

保健福祉センター 健康増進ルームの機器を利用しての健康づくり

12月19日㈯

福祉センター

日常生活でのEM活用術

平成22年
1月16日㈯

プロが教えるベストショット
のコツ

1月23日㈯ 身近な里山の魅力を体感
1月30日㈯ 楽しくチャレンジ「蕎麦打ち」

対象　市内在住おおむね60歳以上の男性　15人（応募者多数の場合は抽選）
参加費　400円（蕎麦打ちのみの材料代）
■申　12月3日㈭までに電話か福祉センターへ

福生活リスタート支援講座

　びっくりサンタ
さんをつくろう。
日 時　12月7日 ㈪
午前10時30分～ 11
時30分
対象　平成20年4
月2日～平成21年4月1日生まれの
子とその保護者　20組（申し込
み順）
持ち物　大判バスタオル
■申　12月4日㈮までに電話か直接
公民センターへ

公０歳児サークル～
ちびっこザウルス
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暮
ら
し
の
中
に
ス
ポ
ー

ツ
を

　

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
い
ろ
い
ろ

な
ス
ポ
ー
ツ
を
気
軽
に
楽
し
み
な
が

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
ク

ラ
ブ
が
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
す
。
市
に
は
桜
台
、
南
山
、
大

山
口
・
七
次
台
中
学
校
区
に
3
つ
の

ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
で

は
「
暮
ら
し
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
動
か
し
、
汗
を

流
す
こ
と
で
爽
快
感
や
達
成
感
、
仲

間
や
一
緒
に
過
ご
し
た
人
た
ち
と
の

連
帯
感
な
ど
、
楽
し
さ
や
喜
び
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
運
動
を
す
る
楽
し

さ
や
喜
び
が
習
慣
と
な
る
こ
と
で
、

生
活
の
中
に
自
然
と
ス
ポ
ー
ツ
が
溶

け
込
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
ん
な
声
を
耳
に
し
ま

せ
ん
か

　

よ
く
「
最
近
ウ
エ
ス
ト
が
気
に
な

る
な
あ
」
「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
き

れ
い
で
い
た
い
わ
」
と
い
う
声
を
耳

に
し
ま
す
。
心
身
の
健
康
面
で
も

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
た
い
よ
な

あ
」
「
こ
の
頃
、
疲
れ
が
と
れ
な
い

の
よ
ね
え
」
「
転
ん
で
骨
折
な
ん
て

い
や
だ
か
ら
外
に
あ
ま
り
出
な
い

の
」
と
い
っ
た
声
を
聞
き
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
「
全
然
パ
パ
・
マ

マ
と
遊
べ
な
い
よ
」
「
外
で
遊
ぶ
と

い
っ
て
も
場
所
が
な
い
し
な
」
と

い
っ
た
言
葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
は
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
暮
ら
し

の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人
と
人

と
が
つ
な
が
り
合
い
、
こ
れ
ら
の
声

の
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4
、
桜
台
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
桜
台
中
学
校
区
）
会
長
☎

（
4
9
1
）
7
7
5
7
、
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
み
な
み
（
南
山

中
学
校
区
）
会
長
☎
（
4
9
1
）

8
7
0
4
、
O
N
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
大
山
口
・
七
次
台
中
学
校
区
）
会

長
☎
（
4
9
1
）
5
2
3
6

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ン
ク
集
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

人と動物の共生を考えましょう
　アニマルフレンドは動物愛護団体です。
現在の主な活動は身近に起きている捨て
犬や捨て猫問題の解決方法や、集合住宅
でのペット飼育の解禁に向けての手段の
検討、小・中学校での動物愛護教室の開
催支援などです。
　昨年度から会の活動資金の一部として
市から補助金が交付され、飼い主のいな
い猫の避妊費用に使用しています。しか
し依然として、捨てられる猫が多くて困っ
ています。動物は飼い始めたら最後まで
面倒をみてください。動物には癒しの効
果があります。子どものころから動物に
触れて育った人は命を大切にし、気持ち
の優しい人になるそうです。
　「犬と猫と人間と」の映画を来年2月6日
㈯に、文化会館中ホールで上映する予定
です。人と動物の触れ合いを描いた話題
作です。
　アニマルフレンド☎（491）2887

足
音
の
吾
に
つ
き
来
る
秋
の
声

あ
ば
ら
家
に
移
ろ
う
日
々
や
星
月
夜

あ
り
が
た
き
帰
る
家
あ
る
秋
の
朝

音
も
な
く
露
天
の
湯
舟
桐
一
葉

お
み
な
え
し
、
原
野
の
ま
ま
の
花
の
色

榠

の
実
熟
れ
し
香
り
を
風
運
ぶ

コ
ス
モ
ス
を
離
れ
し
蝶
や
秋
深
し

胡
麻
叩
く
人
の
手
介
し
届
く
味

爽
籟
や
木
漏
れ
日
眩
し
梓
川

台
風
で
情
に
生
か
さ
れ
明
日
も
行
く

月
見
酒
未
練
は
脇
に
置
い
と
い
て

妻
病
み
て
淋
し
か
り
け
り
一
葉
落
つ

天
高
く
ハ
ブ
空
港
は
成
田
か
ら

花
嫁
や
迎
へ
る
村
の
秋
桜

は
ま
な
す
の
赤
き
実
ひ
か
る
洞
爺
湖
よ

早は
や
ば
や々

と
大
根
を
煮
る
夜
寒
哉

姉は
ら
か
ら弟
の
話
つ
き
な
い
故さ

と郷
の
秋

彼
岸
花
赤
く
染
ま
り
し
父
偲
ぶ

松
茸
の
香
り
嬉
し
や
給
料
日

虫
の
音
も
添
え
て
出
し
た
き
便
り
か
な

落
下
生
の
花
は
空
莢
果
は
地
に
あ
り

赤
き
バ
ラ
画
材
に
と
剪
り
教
室
へ

　
　
　

夫つ
ま

の
送
迎
う
け
し
こ
と
ど
も

岩
肌
を
す
べ
る
豊
か
な
滝
水
が

　
　
　

ど
こ
か
ら
く
る
か
見
上
げ
て
も
空

老
い
初
め
し
雨
降
る
夜
に
一
人
居
て

　
　
　

親
し
き
人
に
ダ
イ
ヤ
ル
廻
す

暗
闇
に
吹
雪
く
凍
て
つ
く
モ
ン
ブ
ラ
ン

　
　
　

温
も
り
恋
し
灯
る
シ
ャ
モ
ニ
ー
へ

酒
は
良
し
己
が
仇あ

だ

と
な
り
く
と
も

　
　
　

元
々
親
の
仇か

た
き

な
り
せ
ば

下
野
の
古
刹
の
五
百
羅
漢
様

　
　
　

幼
の
発
句
に
さ
ん
ざ
め
く
か
な

生
月
に
な
れ
ば
歯
医
者
の
便
り
き
て

　
　
　

年
に
一
度
の
検
診
受
く
る

西
陽
さ
す
尾
花
が
原
に
風
た
ち
て

　
　
　

あ
や
な
す
銀
波
・
一
幅
の
絵
な
り

放
た
れ
し
ト
キ
を
案
ず
る
佐
渡
の
人

　
　
　

台
風
十
八
号
の
風
雨
の
中
の

花
の
数
か
ぞ
い
た
の
し
み
し
あ
さ
が
お
の

　
　
　

つ
る
を
払
う
に
大
き
か
ま
き
り

八
万
葉
経
典
覗
け
ば
体
感
す

　
　
　

歴
史
の
重
み
数
多
息
遣
い

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

アニマル
フレンド

み んみ ん な のな の ひ ろ ばひ ろ ば

堀
込　
　
　

大
屋　

キ
ヌ

根　
　
　
　

押
田
み
よ
女

大
松　
　
　

川
又　

勝
彦

大
山
口　
　

上
坂　

千
昭

大
松　
　
　

織
本　

泰
子

大
松　
　
　

寺
尾　

春
雪

堀
込　
　
　

渡
辺　

岩
夫 

西
白
井　
　

山
本　

幸
恵

堀
込　
　
　

山
川　

純
子

根　
　
　
　

乾　

た
か
子

神
々
廻　
　

田
中
八
代
い

冨
士　
　
　

福
加　

将
之

大
山
口　
　

寺
内
ひ
ろ
し

冨
士　
　
　

柳
沢　
　

純 

池
の
上　
　

斉
藤　

多
美

桜
台　
　
　

土
山　

勝
實

神
々
廻　
　

斎
藤
と
み
子

清
水
口　
　

下
村　

紀
子

根　
　
　
　

阿
久
津
幸
子

冨
士　
　
　

小
澤
喜
美
子

池
の
上　
　

大
橋　
　

茂 

池
の
上　
　

関
根　

千
浪

冨
士　
　
　

望
月　

玲
子

堀
込　
　
　

名
越
た
て
み

七
次
台　
　

松
井　

寛
紅

清
水
口　
　

柴
垣　

正
徳

根　
　
　
　

印
南　

満
子

池
の
上　
　

蝦
名　

幸
子

桜
台　
　
　

米
井　

詩
織

冨
士　
　
　

村
上
し
ず
子

南
山　
　
　

押
切　

き
み

七
次
台　
　

松
井
る
み
子

■問

全全国国大会大会準優勝準優勝おめでとうおめでとう

地
域
で
つ
く
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

い
つ
で
も

誰
で
も

気
軽
に

8

フリーフリーマーケットマーケットでで資金資金づづくりくり

　南山中学校２年生の早川大さ
んが 8 月末に行われた県の予
選会で見事上位 4 人の中に入
り、ＪＯＣジュニアオリンピッ
クカップ全日本卓球選手権大会
への出場権を手にしました。
　早川さんが卓球を始めたきっ
かけは、小学 4年生の時に参加
した冨士センター夏休み子ども
卓球教室。現在は市内クラブの
STEP と他市の強豪クラブに入
り、めきめきと力をつけ、10 月 3日・4日に行われた印旛郡市新人戦で
も素晴らしい活躍で、個人優勝を果たしました。
　早川さんは「全国大会では 1回でも多く勝てるように頑張ります」と
大会への意気込みを話してくれました。

ＪＪＯＯＣＣジュジュニアニアオリンピックオリンピックカップカップ
出場出場おめでとうおめでとう

　ティーボールというスポーツがあるのを知ってい
ますか。野球やソフトボールによく似たスポーツで
すが、投手がなく、打者は本塁後方のティー（台）
に載せたボールを専用のバットで打つスポーツです。
　全国小学生（3・4年生）ティーボール大会が西武
ドーム球場で開催され、市スポーツ少年団に所属す
る少年野球チームの白井ランチャーズが県を代表し
て出場。準優勝という素晴らしい成績を収めました。
　白井ランチャーズの菅井さんは「いつもは野球を
一生懸命やっています。5試合を戦い、決勝戦まで行
けたことにはびっくり。決勝戦では負けてしまい悔

しかったけれど、楽しい1日でした。西武ドームは広く、大人になったらここで野球をやりたいと
思いました」と話してくれました。

卓球を楽しむ子ども

ソフトバレーボールで汗を流す皆さん

準優勝した白井ランチャーズの皆さん

早川早川大大さんさん

か
り
ん


